
修了生 の声
ポリテクセンター君津

平成28年4月 金属加工科（現テクニカルメタルワーク科）入所（6ヶ月訓練）
現在（令和2年）、J-WP物流サービス株式会社に勤続5年目

J-WP物流サービス株式会社

鈴木 悟朗 さん

前職が橋梁関係の会社で、そこで溶接や溶断の仕事をしていました。
会社の倒産がきっかけでハローワークへ行ったところ、金属加工科
（現：テクニカルメタルワーク科）を紹介され、これを機にもう一度勉強
し直そうと思って入所しました。
実際に受講して、それまで自己流でやってきたことを、改めて安全を意
識した正しい作業方法で習得することができました。経験者でも訓練を受
けて勉強しなおす価値はあります。

金属加工科（現:テクニカルメタルワーク科）へ入所したきっかけは?

入社してすぐの頃は鋼管の玉掛け作業を担当し、その後鋼管のキズ取り
のグラインダ掛けの担当、現在は防錆塗装を担当しています。
今の仕事は材料の仕事なので、具体的に自分の作ったものが残るという
わけではありませんが、自分が加工した材料がどこかで使われているはず
なので、やはり社会には必要とされる仕事なのだなと感じています。

現在はどんなお仕事をされていますか?

J-WP物流サービス株式会社

取締役製造部⾧ ⾧門 功 様

採用者 の声 ポリテクセンター君津さんから、複数人の紹介を
頂き、採用された方は元気に仕事をしております。
当初採用時ポリテクセンター殿にて習得した金属
加工技能等を活かす事の出来る職場を中心に社内
OJTを行い作業を行っていただきましたが、採用し
た人の中には、マネージメント、パソコンのソフト
ウェア等のスキルがある人材が発掘され現場以外の
セクションで従事されている方もおります。
特に、10年未満の経験年数で現業の中核になり
作業もマネジメントも行う立場に数人の採用者が
なっております。
採用した立場としても、誇りに思っております。

修了生の採用はいかがでしたか?

自分が作ったものが残り、実際に使われるのが一番の魅力ですね。
また、製品製作時にはやり方が決まっていなく、自由な発想で作れるの
も楽しい所です。それと、手を掛ければ掛けるだけ、目に見えて仕上がり
が良くなるのも良いですね。

金属加工の魅力とは?

J-WP物流サービス株式会社
〒299-0107
千葉県市原市姉崎海岸7番地1

【事業内容】

電話 : 0436-62-8118 FAX : 0436-62-8221

JFE溶接鋼管(株)が扱う製品の加工・倉庫・
輸送の作業請負


